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「
気
仙
川
・
大
股
川
の
治
水

対
策
に
係
る
地
域
別
意
見

交
換
会
」
を
開
催 

気
仙
川
流
域
の
８
地
区
（
中
井
、
大
股
、

小
股
、
川
口
、
東
峰
、
愛
宕
、
曙
、
下
在
）

の
住
民
の
皆
さ
ん
と
５
月
27
日
か
ら
６
月

４
日
の
延
べ
７
日
間
、
７
会
場
で
意
見
交
換

会
を
行
い
、
ご
意
見
等
を
頂
き
ま
し
た
。 

意
見
交
換
会
で
は
、
津
付
ダ
ム
建
設
事
業

に
つ
い
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
復

興
に
向
け
た
取
組
み
と
新
た
な
手
法
（
輪
中

堤
等
）
の
導
入
を
併
せ
て
治
水
計
画
を
見
直

し
た
結
果
、
河
川
改
修
が
優
位
で
あ
る
と
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

住
民
の
皆
様
に
は
、
ダ
ム
を
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
い
理
由
に
つ
い
て
お
聞
き
い
た
だ

き
、
「
内
容
に
つ
い
て
は
分
か
っ
た
」
な
ど

の
意
見
も
頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
。 

ダ
ム
の
中
止
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
「
仕

方
が
な
い
」
、「
分
か
っ
て
き
た
と
思
う
」
等

の
意
見
が
出
さ
れ
た
一
方
、
こ
れ
ま
で
の
長 

津
付

つ

づ

き

ダ
ム
だ
よ
り 

 

年
の
想
い
か
ら
「
諦
め
な
い
」
、
「
腑
に
落
ち

な
い
」
な
ど
の
意
見
や
「
費
用
対
効
果
だ
け

で
判
断
す
る
の
か
」
、
「
調
節
機
能
の
あ
る
ダ

ム
が
良
い
」
な
ど
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

 

ま
た
、
河
川
改
修
に
よ
る
新
た
な
治
水
対

策
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
方
々
か
ら
「
河
川

改
修
は
出
来
た
と
こ
ろ
か
ら
安
全
度
が
上
が

る
」
、
「
近
年
の
局
地
的
豪
雨
へ
の
対
応
」
な

ど
の
意
見
や
「
堤
防
構
造
や
景
観
」
、
「
河
道

掘
削
に
よ
る
河
川
汚
濁
」
、
「
自
然
環
境
へ
の

配
慮
」
、
「
内
水
処
理
対
策
」
な
ど
へ
の
関
心

も
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

こ
れ
ら
の
意
見
等
は
、
今
後
、
具
体
的
な

河
川
改
修
計
画
の
検
討
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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県
の
大
規
模
事
業
評

価
専
門
委
員
会
開
催

津
付
ダ
ム
建
設
事
業

を
審
議 

今
年
度
、
１
回
目
の
審
議
が
６
月
20

日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

県
か
ら
河
川
整
備
基
本
方
針
に
掲
げ

る
治
水
安
全
度
70
分
の
１
の
治
水
対
策

と
５
月
23
日
（
金
）
に
行
っ
た
地
域
代

表
者
等
と
の
意
見
交
換
会
、
５
月
27
日

（
火
）
か
ら
６
月
４
日
（
水
）
に
行
っ
た

８
地
区
７
会
場
で
の
地
域
別
意
見
交
換

会
、
６
月
12
（
木
）
に
行
っ
た
地
域
代

表
者
等
へ
の
結
果
報
告
会
の
結
果
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
県
の
報
告
に
対
す
る
質
疑
応

答
が
行
な
わ
れ
、
今
回
の
委
員
会
で
も
っ

て
、
審
議
が
ほ
ぼ
終
了
し
ま
し
た
。 

７
月
14
日
（
月
）
開
催
の
次
回
委
員

会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
審
議
の
取
り
ま 

と
め
と
答
申
案
の
検
討
を
行
う
予
定
で

す
。 

 <

専
門
委
員
か
ら
の
主
な
質
疑> 

Ｑ
・
気
仙
川
流
域
全
体
で
治
水
安
全
度

30
分
の
１
の
治
水
対
策
が
完
了
し
た
後

に
70
分
の
１
の
治
水
対
策
に
着
手
す
る

の
で
は
な
く
、
可
能
な
地
域
に
お
い
て
は 

30
分
の
１
治
水
対
策
と
並
行
し
て
70

分
の
１
の
治
水
対
策
を
進
め
て
は
ど
う

か
。 Ａ

・
基
本
的
に
は
、
気
仙
川
流
域
全
体

で
の
治
水
安
全
度
30
分
の
１
の
確
保
を

し
た
後
に
70
分
の
１
を
目
指
す
こ
と
に

な
る
が
、
詳
細
設
計
に
お
い
て
、
そ
の
よ

う
な
整
備
が
可
能
な
地
域
が
あ
る
か
検

討
し
た
い
。 

Ｑ
・
今
回
の
地
域
別
意
見
交
換
会
に
お

い
て
、
概
ね
地
域
の
意
見
は
受
け
止
め
る

こ
と
が
で
き
た
と
の
判
断
か
。 

Ａ
・
対
象
と
し
た
全
世
帯
数
に
対
し
て

８
％
程
度
の
出
席
率
で
あ
っ
た
が
、
気
仙

川
及
び
大
股
川
の
河
川
沿
い
の
世
帯
数

に
対
し
て
は
約
４
割
の
出
席
率
で
あ
り
、

治
水
対
策
に
関
心
の
あ
る
方
の
意
見
は

い
た
だ
け
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
な
ど 

  

「津付ダムだより」のバックナンバーを公開中→ http://www.pref.iwate.jp/⇒「組織から探す」⇒「広域振興局」⇒「沿岸広域

振興局（大船渡）」⇒「津付ダム建設事務所」⇒「おしらせ」 

≪地域別意見交換会≫ 

（6月 2日（月）愛宕公民館での

意見交換会の様子） 



 

 

■子飼沢トンネルは４月に覆工コンクリートの施工を終え、現在、舗装工事を進めています。 

■１工区、３工区及び４工区の舗装、トンネル照明設備設置などの工事を進め年内の開通を目指

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

平成２６年度 津付道路 事業概要 

津付ダム建設事務所では、付替国道工事について、学校、自治会等団体の現場見学会を開催します。 

現場の見学を希望する場合は、安全対策に万全を期す必要があるため、事前に津付ダム建設事務所にお問

い合わせ願います。  

【問い合わせ】  

津付ダム建設事務所 TEL：0192-22-8182  

津付ダム建設事務所のHP http://www.pref.iwate.jp/~hp4580/  

津付ダム付替国道（津付道路）HP http://www.pref.iwate.jp/~hp4580/tuduki-road/ 

 

≪子飼沢橋の現在の状況≫ ≪子飼沢ﾄﾝﾈﾙ坑口の状況≫≪２工区の現在の状況≫ 

至 大船渡市

至 奥州市 

至 大船渡市 至 奥州市 

至 奥州市 至 大船渡市

中井トンネル 

子飼沢トンネル 子飼沢トンネル 

凡 例 

津付トンネル L=224m 
照明設備(設置)工 

一ノ渡大橋 
L=140m 

落合大橋 
L=153m 

中井トンネル L=423m 
照明設備(設置)工 

子飼沢トンネル L=901m 
本体工、舗装工、照明・非常用設備(設置)工 

子飼沢橋 
L=32.5m 

１工区 
舗装工 

２工区 

３工区 
舗装工 

４工区 
舗装工 

昨年度までの 
工事実施済箇所 

平成 26 年度 
工事実施箇所 

至 

奥
州
市 

他事業 
工事実施箇所 


